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第1図　喪膚追肥Nの吸収経過

では固形の吸収量が最も多く，最終的肥料の吸収率で

も固形がやや高く81％を示した。

このように固形は最も緩効的吸収経過を示し，粒状

および液肥がやや速効的吸収を示した要因は，局所施

肥と粂施およびそれらの肥料の土壌中における拡散分

布状態や渾解度の相違によって，肥効に差異をもたら

しているものと考えられる。

肥効発現の緩急によって形態形成に影響を及ぼし収

量を変動させるものと考えられるが，第4表にみる如

く粒状区は出穂期の茎葉と籾中の15N分布割合が茎葉

部において高くなっていることは，深層追肥によって

穂の形成に有効に働く施肥となっていない点も指摘さ

れうると考えられる。したがって，固形と同様の肥効

を期待するとすれば，固形に比べて粒状は5日，液肥

では5日程度深層追肥の時期を遅らせることによって，

肥効の遅速を調整することが可能と考えられる。

4．　あ　と　が　き

深層追肥用肥料として，固形肥料，粒状化成肥料，

液肥の5種類について，機械施肥を考慮して15Nを利

用し肥効の差異を検討した。

その結果，固形に比べて粒状は5日，液肥は5日程

度早く肥効の現われることを確認した。したがって，

深層追肥の時期は肥料の形態をも考慮するべきであり，

固形に対して液肥は5日，粒状は5Hそれぞれ返らせ

ることによって，肥効の調整が可能であると考えられ

る。

水稲に対する稲わ　ら施用試験

佐藤　俊夫・青柳　栄助・武田　正宏

（山形県負託）

1．　号　え　が　き

水稲に対する堆肥の効果は従来より高く評価されて

いる。しかし近年になって，水田の区画拡大に伴う収

穫機の導入や，労働力の不足などから，堆肥づくりを

する農家が減少傾向にある。それどころか一部では貴

重な有機物資源である稲わらを，農作業上障害になる

として，焼却している農家もみうけられる○

このようなことから輩者らは，稲わらの積極的な利

用法を兄いだし，地力の増強を計る必要があると考

え，稲わら施用が水稲の生育および水田土壌の艶化学

性に及ぼす影響について検討し，稲わら施用が可能で

であることを確認したので，その結果について報告

する。

2．　試　験　方　法

1．試験は場の土壌型は灰褐色土壌粘土型で，試験

設計は弟1表による。　稲わらの施用量は収穫した全

量を還元した場合を想定Ld OEク／aとした。試験は

昭和59年から44年まで占カ年継続して行なった。

45年度は稲わら施用の残効について検討中である。
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第1表　　試　験　設　計　（昭41）

　 項 目

区 名

区 番 号

（二 連 ）

わ ら施 用

（K g ／ a ）

N 秋 添 加

（Kク／ a ）

肥　 料　 成　 分　 量
備　　　　　　　　　 考

N ア2 0 5 ち　 0

1．辟　　　　 準 8．2 8

d　D

－
0．7 5 0．7 5 0．7 5 ・秋 添 加 の N は 石 灰 窒 素

2．秋　 わ　　 ら 1 8．5 7 － 0．7 5 0．7 5 0．7 5 ・基 肥 N は 尿 素

う．秋 わ ら ¶ 加 用 1 Z 5 占 d　O 0．5 0．7 5 0．7 5 n 7 5
ち 0 5 は 重 過 石

Ⅹ2 0 は 塩 加

4 秋 わ ら 鋤 込 ス2 8 6　0 0．5 0．7 5 0．7 5 0．7 5 ・全 量 基 肥 ， 仝 層 施 肥

5．春　 わ　　 ら 占．2 7 8　0 0．7 5 0．7 5 0．7 5
・供 試 品 種 サ サ シ グ レ

・栽 低 密 度 5 6 昧 ／ 5．5 〝㌔

‘．春 わ ら 封 多 1 鼠 5 5 d　D 1，〔0 n 7 5 n 7 5 5 本 植　 畑 首

2．稲わらの土壌中における変化をみるために径7

郡，深さ15mのエスロン′くイブを用い，その底にサ

ラソネットを張りつけ，それに容審重に相当する土壌

（485才水分50％）と辞の部分を2亡潤に細断した均

一な稲わら5才に窒累d O野を添加したものとをよく

混和し，5月10日には場に埋設し，これを各時期ご

とにとりたし分析を行なった。

5．稲わら施用と石灰窒素添加量との関係をみるた

め（2）のビニー′レパイプを用い，容着重に相当する土壌

（500㌢水分55％）と梓の部分を2（Ⅶに細断した均

一なわら5才を混合し，石灰窒素でそれぞれ125研ぎ

（成分でN2°爪牙），2107呼（成分N44昭）を添加

して11月下旬には場に埋設した。翌春になって各時

期ごとにとりだし，稲わらと土壌の分析を行なった。

3．試験結果ならびに考察

1．稲わらの施用時期について

稲わらを直接利用するにあたり，まず開題になるの

は施用する時期である。

第2表は稲わら施用時期の異なる区の茎数の推移お

よび収量についてのものである。

稲わら春施用区は初期の茎数少なく遅なおりの生育

を示している。これは稲わらを春に施用することによ

り活着が阻害され，抹揃いが悪く，初期生育が抑制さ

れたためである。また稲わら春施用元肥窒素2．5Kg／

10a増施区でもほゞ同傾向にあり，春施用に元肥窒

素畳を増しても早期茎数の確保は困難であった。とく

に両区とも稲わらが部分的に寄ったところは活着が悪

く低かえを必要とした。

生育中期以降になると，両区とももちなおし，窒素

増施区はほほ標準区なみの生育になった。収量も春た

ら区が約8％減収したが窒素増区は秋まきりの生育と

なり，ほゞ標準区なみの収量がみられた。

しかし生育全般について考察すると，両区とも初期

生育が不良で抹揃いの悪いことは，良質米生産にはか

なり不利で，作柄も不安定要素が多くなる。以上のよ

うに稲わら春施用は問題が多く，秋施用に比べ不利な

点が多い。

稲わら秋施用各区は活着は標準区よりやゝ遅れる

が，春施用ほどではなく，生育むらも少なく順調な生

育を示した。収量も標準区なみの区が多かった。この

ように秋施用は障害も少なく春施用に比べかなりの好

結果を得た。やはり本県における稲わらの施用時期は

秋に施すことが望ましい。

第2表　生育および収量（招41）

項

区　名

1，標　　準

2．秋　わ　ら

う．
秋まっらN

加　　用

4誌わ孟
5．春　わ　ら

占．春わらN多

しそ 数 （本） 成熟 期
待数体）

玄米収量
（K多／a）

む ／／2 2 7 ／ 4 シ ／知 9 ／ 1 4 昭 ．4 0

2 8 ．5 5 4 8 5 5 ．2 2 8 ．8 5 7 9 8

2 8 ．1 5 1．1 5 1．2 2 6 ．4 5 8 ．8 0

5 4 占1

5 0 ．4 5 5 ．5 5 0．5 2 5 ．8

5 0 ．7 5 5 ．9 5 5 ．4 2 8 ．8

2 4 ．5 5 1．0 5 1．5 2 5 ．7

2 4 0 5 0．4 5 1．5 2 6 ．1 5 9 ．5 4

dO．占8

6mOO

59．85

82．85

55．50

dn58

以上の結果について立宅中の土壌のNH4－封とEb6

の推移から検討するため，NH4－NとEh8の経時的な

分析を行なった。

まずNq－加の推移であるが，春わら施用区のNq

一町蔭度が必ずしも低くない。秋わら施用区もほゞ同

傾向にあり，標準区よりもむしろ高めに推移している。

これは稲わらによる施用窒素の吸着はわずかであるこ

とを意味するものであり，これが初期生育を阻害する

要因とは考えられない。

次いでEl旬の推移であるが，これは明らかに生育と

の関係がみられる。すなわち田植当初より稲わら施用
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各区が低く経過する。

とくに春施用区において顕著であり，春施用区の活

着不良は湛水直後の急激な還元の進行によるものと推

定される。

E句は田植時より‘月下旬まで下降を続けるが，そ

れ以後はゆるやかに上昇に転ずる。

このころになると春施用区の生育も回復に向かう

（第1図）。

喝／乾土100g

NH誹組0．

0．1

：・＼
・一・・．・．・．・・→春わら

6昭41－秋わら

5日1　6日

第1図　土壌Ⅳ均一がおよびEhの推移

2・稲わらの土壌中における変化

（2）の方法でェスロソパイプを用い試験を行なった。

まず稲わらの窒素含有率および鴇の変化であるが，

稲わらの湛水当初の窒素含有率は0．4％であり，その

後徐々にではあるが含有率は高まる。そして7月20

日ころになるとn‘％ぐらいまでになる。このころに

なると土壌中のⅣ均一がが標準に比べ多くなる時期で

もある。これは稲わらの窒素含有率がn d～n7にな

ると，それまでに吸着した窒素を徐々に放出するよう

になるためと考えられる。稲わらの窒素含有率はその

後も高まる傾向にあり，9月7日には約m9％まで上

mg／N

」二壌NHd－Nの推移
（石灰華素添加）昭430・

稲梯）C／Nの推移・一・春わら

二二
昭421一一枚わら

ー→無施川
●一一一一秋わら＋石Nl．5

－州秋わら
一一11枇わら十才iN2．5

第2図　稲わらのⅣ含有率その他（バイプ）

昇した（第2図）。

稲わらの鴇は堆肥に比べかなり高いものであ。，

当初は春施用100，秋施用は80ぐらいを示す。その

後ゆるやかに低下するが，やはり春施用は秋施用に比

べ終始高めに経過する。9月7日になっで春施用は

55・7，秋施用は51・7まで下った。やはりこれからも

春施用は秋施用に比べ分解速度のおそいことがうかが

われる。

土壌中のNH4－封の推移は湛水直後における5月25

日の分析では，標準，秋施用は大差ないが，春施用は

4呼／乾土100才ほど少なく，春施用稲わらによる窒

素の吸着が若干みられた。

8月5日になると春施用，秋施用の差がなくなり，

標準との差も小さくなった。この傾向は7月5日まで

続くが，7月20日になると傾向は運転し，春施用，

秋施用，標準の順になり，これが9月7日まで続く。

この傾向はほ場のNHrNの推移とはゞ一致しており，

稲わらの春施用が連なおりの生育になることを示唆し

ているものと考えられる。

Eb6の推移はは場のEh6と同傾向に推移した。

5・秋施用稲わらと石灰窒素添加の効果

（3）の方法でエスロンパイプを用い試験を行なった。

土壌中のNH4－Nの推移については，石灰窒素の添

加量が多いほど各時期とも多めに推移する。やはり5

月18日（田植時）のNH．一針量も2～5研きど無添
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加に比べ多い。

この量は添加窒素の約50％にあたる。これよ，りほ

場条件を想定した場合，5Kg／1D aの窒素添加量と

すれば，無添加のほ場に比べ約1Kク／108増の窒素

童になるはずである。やはりは場試験でもこの傾向は

みられ，石灰窒素添加区の土壌NH4－Nの推移は多め

阻経過する。このため初期の茎数確保が容易になる。

この反面無添加区に比べ生育各時期とも土壌NH4－N

畳が多いので，生育後半に窒素過剰にならないよう留

意する必要がある。

また石灰窒素1．5鞄と2．5Kクの添加量の差も認めら

れ，添加量の多いものほど窒素畳が多くなる。この傾

向ほほ場条件でもみられ，添加窒素の多い区がわずか

に茎数増になる。

しかしあまり添加量を多くしても生育を不安定にす

る懸念もあるので，添加量はSKダ／10a（窒素成分

で）前後が適量と考えられる（第5表）。

第5表　土壌NHl－Nと初期茎数

　 項 目

区 名

茎　　 数 土 壌封均 一N

（本 ） ぐ甥／乾土 100才）

昭．45

シつ2

昭．4 4

シ2 2

昭．45

シ 2 1

昭．44

も／2 8

考

1． 標　　　　　 準 20．D 19．8 a 9 1 1t O 5 ・元 肥

2． 秋　　 わ　　 ら 2 2．0 2 0．9 a lO 鼠9 °
N

dKシ

10 a一

5．秋　 わ　 ら ＋石 N 1．5 2 0．2 24．5 鼠82 11 7 9

4 秋　 わ　 ら ＋石 N 2．5 22．1 25．0 a 98 1 1．8 5

5．秋 わ ら釣 込 ＋石 N l．5 2 1．5 2 1．9 8 52 8 85

d・秋 わ ら鋤 込 ＋石佃2．5 2 1．5 25．4 8 55 鼠75

4　稲わら施用による土壌の理化学性の変化

稲わら5年連用跡地土壌について室内インキュベー

トを行ない，第5図のような結果を得た。すなわち稲

わら施用各区は無施用に比べ地力窒素は高まる傾向が

みられた。

なかでも春施用のNH4－N生成量多く，とくに風乾

土20℃で発現するyH4－Nの増加が目立った。秋施

用区は春施用に比べ風乾土NH。－Nの生成量少なく，

秋施用のなかでも石灰窒素添加区が少ない傾向Iこある。

しかし石灰窒素添加区は初期の生育と関係の深い生土

20℃での生成量が多くなる。

以上の結果より，春施用は秋施用に比べ稲わらの分

解速度がおそく，易分解性有機物が多くなり地力窒素

発現も多くなったものと考えられる。また石灰窒素添

加も稲わらの分解を促進する傾向がみられ，石灰窒素

Nmg

6
秋
鋤
＋
N

5
秋
わ
ら
＋
N

4
秋
わ
　
ら

3
春
N
P
多

2
春
わ
　
ら

1
無
施
用

第5図　稲わら5年連用跡地土壌のイソキュベート結

果（室内実験）阿．4Z

添加区のNH4－封の生成量が少ない。

現在稲わら8年連用跡地土壌について木枠（両横1

ナげ，深さ25の乃）試験を行なっているが，これをみて

も明らかに稲わら施用跡地土壌の生育がまきり，年々

地力窒素が富化されることが認められているく第4表）。

第4表　稲わら6年連用跡地土壌の木枠試験（暗．45）

＼ 項

卜 予

草　　 丈 （dⅥ） 茎　　 数 （本 ）

占／5 d／15 d′22 7／d d ／5 d／1d d ′2 2 7 ′d

Il 無 施 用 50．8 58．1 44 7 5 占．5 4 7 10．0 15．0 18．°

1
0 わ ら連 用 28．占 5a l 45．1 SZ 2 8．8 15．2 1Z d 24 4

標 無 施 用 5 n 4 5 7 7 4 2．1 58．7 11．2 25．5 5 1．0 55．9

準 わ ら連 用 5 1．D 59．2 4 5．8 58．5 1 1．2 2 鼠2 52．9 54 8
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稲わら8年連用跡地土壌の実容積をみたのが第5表

である。やはり稲わら施用により物理性も改善され，

孔隙量が多くなる。

なかでも気相部分の増加が顕著である。

これは稲わら施用により透水性が良化したものと考

えられ，良質米生産に有利に働くことが予想される。

第5表　稲わら占年連用跡地土壌の実容積（昭44）

区 番 号

空 気

容 穀

液 相

容 積

固 相

客 語
孔 隙 率

1． 無　 施　 用

1

C C

R 5

c c

5 5 ．5

　 c c

5 5．0

％

d 5 ．2

2 1 1 0．5 5 5．0 5 4 5

M 1 0．0 5 5 ．2 5 4 8

2 ・警 告 5
1 9 1 7 0 5 2 ．0 5 1．0

占え5

5　5 1 5．0 5 5．0 5 0．0

M 1 占．0 5 5．5 5 0．5

4．　摘　　　　　要

稲わら施用試験を占カ年継続して行ない，次の結果

を得た。

1・稲わら春施用は活着不良で生育むらができ減収

する。

2・稲わら秋施用は障害少なく，標準なみの生育を

示す。

5．稲わら秋施用に石灰窒素添加の効果は認めら

れる。

4　稲わら連用により地力窒素は高まる傾向にある。

5・稲わら連用により土壌の物理性も改善され孔隙

率も高くなる。

水田の地下水管理による生産増強に関する研究

第4報　地下水管理法が稲の生育および

土壌に及ぼす影響について

菅野義忠・池田孝男・館川　済．立谷寿霹

＊

（福島県農試浜支場．岡本場）

1．　ま　え　が　き

従来より低湿田の改良には暗渠排水が広く行なわれ

ているが，暗渠施工後において生産の安定向上をはか

るためには，より適切な排水管理ならびに肥培管理が

必要となる。そこでこれらの点を明らかにするために

昭和42年度より浜支場の水田（強グライ土壌強粘土

型）に暗渠を施工し検討を行なっているが，現在まで

に明らかとなったことがらについて報告する。

2．　試　験　方　法

暗渠は弾丸暗渠（無さ55～45（湖，間隔1．5m）

と本暗渠（深さ75～85（湖，間隔57花，硬質塩化ビ

ニール管使用）を施工し，水管理区は弾丸暗渠区，本

暗渠区，弾丸十本暗渠区に分け，本暗渠区は排水時期

の点からさらに中期（節間伸長期）以降排水区と常時

（活着後）排水区に分け，そして中期排水区には暗渠

排出水を再輝がいする再渾区を設けた。

一方，施肥区のほうは，三要素区（N，P，Ⅹ各

氏8Kク／a）を標準とし，N，ア，Ⅹ欠除区，珪カ′レ，

堆肥加用区を作り水管理区に合わせて行なった。

る．　試　験　結　果

1．日減水深および地下水位

45，44年度における排水処理と日減水柴との関

係（第1表）をみると，無排水区ははゞ10叩／day前

後に対し，排水区は20～50m／dayとかなりの増加

を示し，とくに弾丸＋本暗渠の組合せ区が大きい。ま

た栽培期間中の地下水位は弾丸＋本暗渠区（常時排水

区）が最も低くd Ocm程度である。


